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Sound Diplomacy創設者／エグゼクティブ・チェアマン。Center for Music 
Ecosystems創設者／エグゼクティブ・ディレクター。⾳楽と都市の交差点を
読み解く分野における、世界的に認められた第⼀⼈者。2013年に、⽂化、レ
ジャー、ホスピタリティ、エンターテインメント、クリエイティブインフラ
に関する政策や戦略の⽴案・実装を都市や政府、⺠間セクターと協働して⾏
う、世界有数の⾳楽コンサルティング企業「Sound Diplomacy」を創設。⾳楽
を⼿がかりに、地域・国家・国際レベルの課題解決を⽬指す研究を推進する
⾮営利団体「Center for Music Ecosystems」の代表も務める。

⾳楽は都市のインフラだ！

ライブハウスが減っていくのは「⽂化の問題」ではなく「都市政策の問題」か
もしれない――。本書は、⾳楽を“社会のインフラ”ととらえ、まちづくりの戦略
に⾳楽を取り⼊れる⽅法を説いた、新しい都市論です。

⾳楽や⽂化政策について都市と協働する英国のコンサルタント会社Sound 
Diplomacyの創業者が、ロンドン、アデレード、シドニー、オースティン、
マディソン、ハンツヴィルなど、世界各都市と実際に取り組んできた政策や
プロジェクトを紹介しながら、都市に⾳楽が根づくための条件をひもときます。

パンデミック以降、⾳楽業界が直⾯する困難を越えて、教育・観光・福祉・
ジェンダー平等といった分野にも横断的に⾳楽が貢献できることを証明する、
希望と戦略の書。
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”⾳楽都市“が⼈と⾏政の未来を創る──。
⾳楽を通じた都市開発をサポートする異
⾊のコンサル企業「Sound Diplomacy」。
持続可能な都市開発には⾳楽エコシステ
ムが必要というビジョンにもとづき、⽂
化政策のポリシー策定や経済効果の調査、
都市インフラの⽂化的な評価をディベ
ロッパーや⾏政に対して提供しています
https://www.sounddiplomacy.com/

Sound Diplomacyとは？


